


札幌市立大学

研究・活動事例集

2020
札幌市立大学はデザインと看護の２学部、２研究科、 

助産学専攻科を設置し、「人間重視」と「地域社会への貢献」

を基本理念に掲げ、デザインと看護の特色を活かした教

育・研究・社会貢献活動に取り組んでいます。本冊子は

産学官金連携・地域連携等にさらに積極的に取り組むた

め、多くの方々に本学教員の最新の研究活動事例をご紹

介することを目的に発行いたしました。

札幌市立大学教員の教育・研究、地域社会との連携活動

に関心を持っていただければ幸いです。

� （本文中の役職は2019年度当時のものです）
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研究・活動事例集 2020

Ⅰ．研究交流活動 ＜ 2019 年度 SCU 産学官金研究交流会（2019.11.27 アスティ 45 ACU-A 大研修室）＞

02	 1．胆振東部地震の寒冷地仕様仮設住宅における音環境の調査	
	 看護学部	講師　工藤	京子　

04	 2．	特別豪雪地帯の高齢者に対する健康啓発プログラムの開発 －大学と町の協働－	
	 看護学部	講師　原井	美佳　

06	 3．居住と食から健康を考える －けんこうフェスタ参加者へのアンケート調査結果から－	
	 看護学部	助教　柏倉	大作　

08	 4．在宅高齢者のうつの可能性とソーシャルキャピタルに関する研究	
	 看護学部	助教　近藤	圭子　

10	 5．発電をデザインする －楽しむ発電、身に着ける発電－	
	 デザイン学部	准教授　藤木　淳	　

12	 6．	音声対話を活用したシニア向け健康エージェントシステム	
「なごみちゃん」のキャラクターデザイン	
	 デザイン学部	教授　柿山	浩一郎

14	 7．	「アタマ・ココロ・カラダ」の視点による遊びの考察	
－遊びイベント「ぴちゃ、ぽちゃ、ざっぷん？」を通して－	
	 デザイン学部	講師　小宮	加容子

16	 8．	組織や地域のためのデジタルアーカイブの展望	
－持続的なプラットフォーム形成にむけて－	
	 デザイン学部	講師　須之内	元洋

18	 9．	ポスター・展示発表一覧	

Ⅱ．展示会等の参加

22	 1．	北洋銀行ものづくりテクノフェア 2019（2019.7.25　アクセスサッポロ）	
・地方創生のための芸術祭のデザイン	 デザイン学部	助教　田島	悠史　

26	 2．	ACU／アキュまなびシェアキッズワークショップ 2019（2019.8.3　読売北海道ビル　ACU-Y）	
・この耳、だれの耳？動物バイザーを作ろう！	 デザイン学部	教授　若林	尚樹　	
・夏の思い出色の風鈴を作ろう！	 デザイン学部	講師　小宮	加容子

27	 3．	けんこうフェスタ 2019	in ちゅうおう（2019.9.28　札幌市中央保健センター）	
・居住と食から健康を考える（ポスター展示、アンケート）／	 デザイン学部	准教授　丸山	洋平　	
　深呼吸でリラックス（脳波測定）	 看護学部	助教　柏倉	大作　

28	 4．	第 33 回北海道技術・ビジネス交流会「ビジネスEXPO」（2019.11.7 ～ 8　アクセスサッポロ）	
・産学官連携・地域連携によるデザイン製品の開発事例	 デザイン学部	講師　小宮	加容子	

Ⅲ．地域連携・地域貢献活動

32	 1．公開講座開催

36	 2．受託研究

36	 3．地域貢献（地域産学連携協力依頼）

46	 4．地域連携研究センターのご案内

研究交流活動
＜ 2019 年度 SCU 産学官金研究交流会＞
2019 年 11 月 27 日（水）　アスティ 45 ACU-A16 階　大研修室 1614

テーマ１ 「看護」
1．胆振東部地震の寒冷地仕様仮設住宅における音環境の調査
2．特別豪雪地帯の高齢者に対する健康啓発プログラムの開発　－大学と町の協働－
3．居住と食から健康を考える　－けんこうフェスタ参加者へのアンケート調査結果から－
4．在宅高齢者のうつの可能性とソーシャルキャピタルに関する研究

テーマ２ 「デザイン」
5．発電をデザインする　－楽しむ発電、身に着ける発電－
6．	音声対話を活用したシニア向け健康エージェントシステム	
「なごみちゃん」のキャラクターデザイン

7．	「アタマ・ココロ・カラダ」の視点による遊びの考察	
－遊びイベント「ぴちゃ、ぽちゃ、ざっぷん？」を通して－

8．	組織や地域のためのデジタルアーカイブの展望	
－持続的なプラットフォーム形成にむけて－

ポスター・展示発表一覧
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Title 胆振東部地震の寒冷地仕様仮設住宅における音環境の調査

工藤 京子
札幌市立大学 看護学部 講師

Author

1

2

テーマ１ 「看護」

3

テーマ１ 「看護」



Title 特別豪雪地帯の高齢者に対する健康啓発プログラムの開発
－大学と町の協働－
原井 美佳 1）　近藤 圭子 2）　斉藤 雅也 3）　寺林 和哉 4）　北村 康栄 5）

1）札幌市立大学 看護学部 講師　2）札幌市立大学 看護学部 助教　3）札幌市立大学 デザイン学部 教授
4）幌加内町 保健福祉課 あんしん介護係 保健師　5）幌加内町 保健福祉課 副主幹

Author

2

4

テーマ１ 「看護」
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テーマ１ 「看護」



Title 居住と食から健康を考える
－けんこうフェスタ参加者へのアンケート調査結果から－
柏倉 大作 1）　丸山 洋平 2）

1）札幌市立大学 看護学部 助教　2）札幌市立大学 デザイン学部 准教授
Author

3
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テーマ１ 「看護」
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テーマ１ 「看護」



Title 在宅高齢者のうつの可能性とソーシャルキャピタルに関する研究

近藤 圭子 1）　清水 光子 2）

1）札幌市立大学 看護学部 助教　2）元 札幌市立大学 看護学部
Author

4
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テーマ１ 「看護」
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テーマ１ 「看護」



Title 発電をデザインする
－楽しむ発電、身に着ける発電－
藤木　淳
札幌市立大学 デザイン学部 准教授

Author

5
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テーマ２ 「デザイン」
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テーマ２ 「デザイン」



Title 音声対話を活用したシニア向け健康エージェントシステム
「なごみちゃん」のキャラクターデザイン

柿山 浩一郎
札幌市立大学 デザイン学部 教授

太田 和代
株式会社なごみテクノロジー

Author

6
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テーマ２ 「デザイン」
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テーマ２ 「デザイン」



Title 「アタマ・ココロ・カラダ」の視点による遊びの考察
－遊びイベント「ぴちゃ、ぽちゃ、ざっぷん？」を通して－
小宮 加容子 1）　木村 はるな 2）　江口 怜南 2）　中茂 裕貴 2）

1）札幌市立大学 デザイン学部 講師　2）札幌市立大学 デザイン学部 学生
Author

7
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テーマ２ 「デザイン」
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テーマ２ 「デザイン」



Title 組織や地域のためのデジタルアーカイブの展望
－持続的なプラットフォーム形成にむけて－
須之内 元洋
札幌市立大学 デザイン学部 講師

Author

8

16

テーマ２ 「デザイン」

17

テーマ２ 「デザイン」
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展示会等の参加

1． 北洋銀行ものづくりテクノフェア 2019 
（2019.7.25　アクセスサッポロ）

2． ACU／アキュまなびシェアキッズワークショップ 2019 
（2019.8.3　読売北海道ビル　ACU-Y）

3． けんこうフェスタ 2019 in ちゅうおう 
（2019.9.28　札幌市中央保健センター）

4． 第 33 回北海道技術・ビジネス交流会「ビジネス EXPO」 
（2019.11.7 ～ 8　アクセスサッポロ）

Ⅱ
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Title 地方創生のための芸術祭のデザイン

「北洋銀行ものづくりテクノフェア 2019」

2019.7.25 アクセスサッポロ
主催：北洋銀行

田島 悠史
デザイン学部 助教

Author

　2019 年 7 月 25 日（木）、札幌市白石区の「アクセスサッポロ」で開催された「北洋銀行ものづくりテクノフェ
ア 2019」に出展しました。このイベントは優れた技術や製品を有する中小企業、大学、支援機関等が一堂に会す
る場を提供し、販路拡大や企業間連携の促進、情報交換、技術交流を通じて、「北海道のものづくり産業の振興」を
図ることを目的に開催されるものです。今回は道内外から 225 社・団体が出展し、約 4,600 名の来場があり、情
報交換等が活発に行われました。
　本学からは、デザイン学部・田島助教のメディアアートによるまちづくり活動の研究紹介として、「みなとメディ
アミュージアム」をテーマとした小規模地域芸術祭の研究や、来場する人々の顔を使った参加型プロジェクション
マッピングの作品を展示しました。

Report

1

Image

「北洋銀行ものづくりテクノフェア」本学展示ブース風景
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地方創生のための芸術祭のデザイン

田島 悠史

Poster 1-1
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Title

Author

地方創生のための芸術祭のデザイン

田島 悠史
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Title

Author

地方創生のための芸術祭のデザイン

田島 悠史
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Title この耳、だれの耳？動物バイザーを作ろう！

ACU/ アキュまなびシェアキッズワークショップ 2019

2019.8.3　会議研修施設 ACU/ アキュ 読売北海道ビル ACU-Y
主催：株式会社クレオテック 北海道事業部 ACU 事業課

2

若林 尚樹
デザイン学部 教授

Author

　キッズワークショップに「わくわく動物園プロジェク
ト」としてはじめて参加しました。2018 年 11 月に札
幌市円山動物園で実施した、「この耳だれの耳　動物バ
イザーを作ろう」の教材を利用し、今回は工作した動物
バイザーを被って、その動物の仕草や鳴き声などを真似
して動物になってみるワークショップです。幼稚園年中
から小学生まで多くの子供たちが参加し、デザイン学部
の 1 年から 4 年までプロジェクトメンバー 8 名と一緒
に楽しい体験をしました。

Report

Title 夏の思い出色の風鈴を作ろう！

小宮 加容子
デザイン学部 講師

あそび lab! オヘソ
デザイン学部 学生有志団体

Author

　「夏」と言えば何を思い出しますか？　そして、それ
は何色でしょうか？　水の上に絵の具を浮かべて模様を
作るマーブリングという技法があります。自分の記憶に
残る「夏の思い出」をマーブリングで表現し、世界で 1
つだけの風鈴を作りました。当日は多くの子どもたちや
その家族が参加し、風鈴作りを楽しみました。私たちに
とっても多くの子ども達と交流する、とてもよい機会と
なりました。

Report
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Title 居住と食から健康を考える（ポスター展示、アンケート）、
深呼吸でリラックス（脳波測定）

けんこうフェスタ 2019 in ちゅうおう

2019.9.28　札幌市中央保健センター
主催：けんこうフェスタ 2019 in ちゅうおう実行委員会

［札幌市中央区、（社）札幌市医師会中央区各支部等 21 機関］

丸山 洋平
デザイン学部 准教授

柏倉 大作
看護学部 助教

鬼塚 美玲
看護学部 助教

三上 拓哉
大学院デザイン研究科博士後期課程

Author

　けんこうフェスタは健康づくりや子育て支援、介護予防に関する中央区民の意識の向上を目的としています。本
学では、「居住と食から健康を考える」をテーマにしたポスターを展示しました。また、三上拓哉さんの協力により、
深呼吸でリラックスした状態を脳波測定により可視化するブースを設置しました。
　前者については、昨年度に同様のポスター展示を行い、その際に、居住状態と食生活および健康状態に関するア
ンケート調査を実施しました。今年度はアンケートの分析結果も展示し、興味を持っていただきました。後者の脳
波測定は行列ができるほどの盛況ぶりであり、深呼吸によってリラックスできることを多くの方に実感していただ
きました。
　本学のブースには 63 名の来訪者がありました。ポスター展示を見ながらご自身の居住環境と食生活、健康状態
についてお話しを聞くことができ、さらに深呼吸による健康効果について実感していただき、市民の方々との良い
交流の機会となりました。

Report

3

Image
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Title 産学官連携・地域連携によるデザイン製品の開発事例

第 33 回　北海道 技術・ビジネス交流会「ビジネス EXPO」

2019.11.7 ～ 11.8　アクセスサッポロ
主催：北海道技術・ビジネス交流会実行委員会（事務局　ノーステック財団）

［北海道経済産業局、北海道、札幌市　他］

小宮 加容子
デザイン学部 講師

Author

　2019 年 11 月 7 日（木）～ 11 月 8 日（金）、札幌市白石区の「アクセスサッポロ」で開催された「第 33 回　
北海道 技術・ビジネス交流会（ビジネス EXPO）」に出展しました。本展示会は北海道の経済活性化や産業振興の
ため、新たなビジネスチャンスの創出を目指した北海道最大の展示会です。開催テーマは、『新時代に挑む　
Business × Innovation × Success』で、出展者数は 330 社・機関、来場者数は過去最大の 21,703 名となり
ました。
　本学からはデザイン学部・小宮講師と学生による、木工製品（知育玩具、お土産グッズ）のデザイン提案、地域
創生に向けたユニバーサル製品の提案など計 8 点を出展しました。本学ブースには 197 名もの多くの方が足を運び、
交流することができて、大変盛況でした。

Report

4

Image

「ビジネスEXPO」本学展示ブース風景
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Author

産学官連携・地域連携によるデザイン製品の開発事例

小宮 加容子
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Title

Author

産学官連携・地域連携によるデザイン製品の開発事例

小宮 加容子

Poster 4-2
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地域連携・地域貢献活動

1．公開講座開催

2．受託研究

3．地域貢献（地域産学連携協力依頼）

4．地域連携研究センターのご案内

Ⅲ
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1．こども食堂における多世代交流のまちづくり

　2018 年度に南区藤野地区で設立した任意団体「札幌藤野多世代交流ラボWAO！」が 2019 年度より運営する「こども食堂」
において、こども食堂や子育て講座開催時に合わせ、多世代交流まちづくりワークショップの企画運営を行いました。

4．三吉神社例大祭

　「三吉神社例大祭」は札幌大通まちづくり株式会社の「地域の魅力再発見プロジェクト」の一環として企画した地域活性
化事業で、2019 年 5 月 14 ～ 15 日に本学は 10 回目の参加をし、デザインした「三吉くん」キャラクターによる展開活動を
行いました。学生 29 名と教員 2名による活動内容は以下のとおりです。
　お祭りガイドブックと缶バッチデザインと配布／「三吉くん」お面デザイン制作と配布／「三吉くん」ポストカードデザ
イン制作と配布／「三吉くん」どら焼き絵柄デザインと販売／ベロタクシーの装飾デザインと制作／協賛店のクーポン制作
と配布など／会場のポップや準備、清掃など

2．広報さっぽろ南区版表紙デザイン事業

　札幌市が毎月発行している「広報さっぽろ」の南区版ページの表紙ヘッダデザインを制作しました。ヘッダデザインは、
デザイン総合実習Ⅰの授業課題（南区のブランディングデザイン）で制作した「南区をイメージしたロゴマーク」デザイン
をベースとして、南区地域振興課の審査によって人間情報デザインコース 2年生 12 名の作品が選出されました。2019 年 5
月号から 2020 年 4 月号まで、それぞれ掲載されました。

39



5．サッポロフラワーカーペット 2019

　SAPPOROフラワーカーペット実行委員会と札幌市立大学の産官学連携事業でオリジナルフラワーカーペットのデザイン
と制作を行いました。デザイン学部 4年生・宮浦志穂さんが「スポーツ」をテーマにしたデザイン 2点を作ったほか、北 3
条広場に市民ボランティアと一緒に札幌市立大学のフラワーカーペット 2点の制作と展示を行い、参加者とともに道行く人
を感動させる素敵な空間を演出しました。

7．南区オリジナルうちわの制作事業

　札幌市南区の「札幌シーニックバイウェイ藻岩山麓・定山渓ルート」
の活動 PRの一環として、オリジナルうちわを制作しました。うち
わのデザインには、「デザイン総合実習Ⅰ（人間情報デザインコース）」
の課題「南区のブランディングデザイン」で提出された学生作品の
うち、南区地域振興課の審査により人間情報デザインコース 2年生 2
名の作品が採用され、札幌シーニックバイウェイやサッポロスマイ
ルのロゴを入れました。南区内各地区の夏まつりで約 5,000 枚、区内
の観光施設で約 2,200 枚（計 7,200 枚）が無料で配布されました。

9．/10．もりの仲間のさわやかクラブ

　芸術の森地区社会福祉協議会の依頼により「もりの仲間のさわやかクラブ健康まつり 2019」が 2019 年 8 月 29 日（木）に
札幌市立大学芸術の森キャンパスアリーナで開催されました。本学は看護学部の教員 3名・学生 7名が口腔衛生啓蒙と骨密
度測定に協力しました。「がん治療と口腔ケア」のポスターを貼り、来場した地域の方に、口腔ケアの重要性を伝えるとと
もに、口の体操とスポンジブラシを使った口腔ケアを体験してもらいました（来場者数 35 名）。また、骨密度測定・相談のコー
ナーには 72 名の来場があり、学生は地域住民との関わりを通して、看護者として住民の健康教育を支援する重要性を認識
しました。
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11．「札幌市まちづくり戦略ビジョン・アクションプラン 2019」の表紙デザイン制作

15．みなみ・こそだてフェスタ！～なつまつり 2019 ～

12．札幌市グリーティングカード作成事業

　札幌市の 2019 ～ 2022 年度の中期実施計画をまとめた冊子「札幌市まちづくり
戦略ビジョン・アクションプラン 2019」の表紙を、本学デザイン学部の平尾実唯
さんがデザインしました。このデザインは、デザイン学部生に参加を募った結果、
8名から計 9つのデザインが提案され、この中から札幌市の選考により最優秀作品
1点（2年生：平尾実唯さん）、優秀作品 2点（3年生：本間しおりさん、2年生：
澤田春風さん）が選ばれました。

　2019 年 7 月 27 日に「まこまる」で開催された南区保育・子育て支援センター（ちあふる・みなみ）主催の「みなみ・こ
そだてフェスタ！」で、「まちで子どもを育てる」のパネル展示を行いました。デザイン学部 3年生 33 名が「デザイン総合
実習Ⅲ」の課題として、8チームに分かれ、真駒内地区を対象に、子どもたちが地域の中で地域とともに育つためのしくみ・
しかけについて、施設の見学や調査などをもとにした提案のポスター展示をしました。

　札幌市長名で国内外に送付するグリーティングカードをデザインする事業にデザイン学部2～4年生23名が参加しました。
2019 年 10 月 1 日に、札幌市総務局国際部職員、国際交流員の方々による審査会が行われ、小島千乃さん（デザイン学部人
間情報デザインコース 2年生）の作品が採用となりました。12 月上旬にドイツ・ミュンヘンなど海外の姉妹都市や在札外国
公館などに向け 440 通発送されました。応募された全作品は、2020 年 2 月 3 ～ 7 日さっぽろ地下街オーロラタウン「オーロ
ラプラザ」にて開催された「ワールドグリーティングカード展」にて展示されました。

41



16．オリジナルプレートづくり

　こども食堂のロゴデザイン制作活動の中で、地域の子ども向けワークショップを開催しました。ワークショップでは好き
な料理からイメージするキャラクターを考え、その絵を陶器のお皿に描いてもらいました。ワークショップの参加者は 16
名で、ワークショップ終了後、それぞれが描いた絵を参考にロゴデザインを提案しました。

17．航空機のより快適でスムーズな利用のためのサービスデザイン

　デザイン学部 3年「デザイン総合実習Ⅳ」の課題の一つと
して、株式会社AIRDOにご協力いただき、「航空機のより
快適でスムーズな利用のためのサービスデザイン」を協働プ
ロジェクトとして実施しました。サービスデザインを実現す
るための、モノのデザインやコトのデザインについて、実現
可能な具体的な提案を行うことができました。2020 年 3 月 3
日～ 8日、ギャラリー大通美術館で成果の作品展を行いまし
た。

18．Audio-Technica ／ no maps アナログ・ワークショップ

　株式会社オーディオテクニカの広報キャンペーン「アナログを体験しよう」において、デザイン学部人間情報デザインコー
ス 2年生 10 名が 3つの協働プロジェクトに参加しました。①「North	JAM	Session	2019」でのアナログレコード体験ブー
スのイベントスタッフ（2019 年 8 月 25 日）②札幌市民交流プラザで開催されたNoMaps で、同社主催『アナログってなん
だろう？』のワークショップスタッフ　③札幌文化芸術劇場　hitaru で開催されたサッポロ・シティ・ジャズのシアターラ
イブ（12 月 18 日～ 22 日）テーマ「レコードで JAZZ を聴こう」のコースターデザイン制作

North JAM Session 2019 NoMaps サッポロ・シティ・ジャズ
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22．第 10 回ミニ大通お散歩まつり

　2019 年 9 月 8 日（日）に「第 10 回ミニ大通お散歩まつり」
がミニ大通で開催されました。ミニ大通実行委員会の依頼によ
り、モロオアネックスⅡ会場の健康セミナー、および健康測定
コーナーの企画運営に携わりました。村松先生と学生は「がん
治療と口腔ケア」の講話と子供向け紙芝居、地域プロジェクト
の学生は大野先生と一緒に「音楽で遊ぼう」で楽器演奏や歌を
披露して会場を盛り上げました。藤井先生は高血圧と生活に生
かせる減塩の講話をしました。健康測定コーナーでは参加した
学生全員が㈱モロオの社員の方と組んで携わり、大勢の人々が
立ち寄り、市民の健康意識の高さを知ることができました。

27．円山動物園 PR 事業（オリジナルマップ）

　昨年度、札幌市円山動物園と連携した授業の中で提案した、札幌市円山動物園の園内イラストマップの可能性を探るデザ
インを、本学デザイン学部 4年生の小島慶子さんが卒業研究で行いました。小島さんは、世の中にたくさんあるイラストマッ
プの事例調査や円山動物園の来園者に試作を使ってもらうなど、オリジナルマップの試作と検証を何度も行い提案を完成さ
せました。動物園での正式採用には至りませんでしたが、卒業研究としては所属コースの優秀研究に選ばれました。

26．円山動物園 PR 事業（オリジナルデザイン入園券）

　昨年度、札幌市円山動物園と連携した授業
の中で提案した、札幌市円山動物園の「冬の
夜の動物園プレミアムツアー」の可能性を探
る企画と「オリジナルデザイン入園券」デザ
インを、本学デザイン学部 4 年生の髙橋真由
さんが行いました。動物園と協議しながら入
園券のデザインの精度向上とイベント告知ポ
スターを制作しました。「夜行性動物『のくたー
なるず』」入園券は 2020 年 1 月 13 日に発売開
始し、地方新聞にも取り上げられ、販売期間
内で完売しました。「冬の夜の動物園プレミア
ムツアー」も大盛況でした。

43



28．円山動物園 PR 事業（オリジナル PR 動画）

　デザイン学部の授業で制作したオリジナル PR動画が、円山動物園の PRのため園内で上映されました。1つは吉岡優さん
（デザイン学部 4年生）が制作したホッキョクグマ館を楽しむためのポイントを紹介するアニメーション「ぼくの円山動物
園　見えない壁」です。もう 1つは伊藤知世さん（2019 年同学部卒業生）が制作した、海氷減少によるホッキョクグマの生
息環境の問題を解説した作品「海氷とホッキョクグマ」です。2020 年 2 月 16 日～ 3月 1 日、園内の 2カ所で開園時間中に
繰り返し放映され、多くの来園者に興味深く観覧していただけました。

37．コロコロホタテ パッケージデザイン募集

　丸本本間水産株式会社の既存商品で
ある乾燥珍味「コロコロホタテ」のパッ
ケージデザイン制作に、デザイン学部
学生 14 名が取り組みました。
　提案された 15 案の中から最優秀作
品 1作品が選出されましたが、おしく
も既存商品のパッケージへの採用には
いたりませんでした。

「ぼくの円山動物園　見えない壁」（吉岡優さん） 「海氷とホッキョクグマ」（伊藤知世さん）

31．ショップバッグデザインコンペ

　㈱土屋ホームトピアと本学、北海道科学大学のコラボ企画によるショップバッグデザインコンペにおいて、「北のデザイ
ン賞」に足立岬さん（デザイン学部 4年生）と「社長特別賞」に藤田花南さん（デザイン学部 3年生）が入賞しました。受
賞者のデザインは実際にショップバッグのデザインとして使用されました。コンペには本学のデザイン学部学生 24 名が参
加しました。

社長特別賞　藤田花南さん北のデザイン賞　足立　岬さん

千葉彩織さん 鈴木美羽さん 樋口涼佳子さん
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38．南区の魅力をPRする啓発製作事業

　南区地域振興課からの依頼で、南区の魅力を PRする啓発品
として、オリジナルランチョンマットのデザインを制作しまし
た。ランチョンマットの元デザインには、デザイン学部の授業「デ
ザイン総合実習Ⅰ（人間情報デザインコース）」の課題「南区の
ブランディングデザイン」で提出された学生作品の中から、南
区地域振興課の審査により、人間情報デザインコース 2年生・
堀江海月さんの作品が採用されました。ランチョンマットは
150 枚制作され、南区地域振興課が主催するイベント等で市民
に無料配布されました。

42．「第 71回さっぽろ雪まつりつどーむ会場」と連携した南区PR事業

　「第 71 回さっぽろ雪まつりつどーむ会場」において南区の魅力を PRする啓発品 3種のデザイン制作をしました。厚手コッ
トンミニサコッシュ、ソーラー LEDライトキーホルダーは各 100 個、5色付箋セットは 500 個製作され、来場者に配布され
ました。（南区地域振興課の審査により、人間情報デザインコース 2年生の阿部有紗さん、成田ゆりさん、二瓶春奈さんの
作品が採用）。また、「じょうてつ温泉日帰りパック」を使った南区周遊プランを来場者に紹介するため、イラストを用いたマッ
プ（A2判 6枚）としてデザインし、会場に展示されました（人間情報デザインコース 3年生　菊池祥栞さん、喜多音葉さん、
白幡千晴さん）。

ミニサコッシュ ソーラー LEDライトキーホルダー 5色付箋セット 周遊プランマップ

41．冬の「雪あかり」イベントPRチラシの制作事業

　南区内の各地区で開催される冬の「雪あか
り」イベントを広報するチラシを制作しまし
た。チラシの元デザインにはデザイン学部の
授業「デザイン総合実習Ⅰ（人間情報デザイ
ンコース）」の課題「南区のブランディング
デザイン」で提出された学生作品の中から、
南区地域振興課の審査により、人間情報デザ
インコース 2年生・浦田那奈さんの作品が採
用されました。チラシは 2,500 枚印刷され、
南区役所、南区内のまちづくりセンター、地
下鉄真駒内駅、札幌駅前地下歩行空間などに
て配布されました。

表面 裏面
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